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　 This　study 　of 　female　students ，　who 　have　worn 　Western 　clothes 　since 　their　childhood ，　attempts 　to　an −

swer 　two 　questions：how 　conscious 　are 　female　students 　about 　their　own 　ethnic 　costumes ，　and 　how 　do
those　who 　often 　wear 　ethnic 　costumes 　behave？In　July　and 　August　2006，　a　written 　survey 　question −

naire 　as 　weU 　as 　a　verb 副 survey 　of 　Japanese　and 　Thai　female　students 　aged 　18　to　24　years　old （π
；203）

were 　conducted ．　The 　students 　of　both　countries 　indicated　that　their　own 　ethnic 　costumes 　are　difficult
tO　mOVe 　in．　HOWeVer，　they　highly　ValUed 　them 　fOr　being

“
COnSpiCUOUS ，

””
pretty ∴ and

’‘
We 旺一matChed

for　themselves！ Japanese　felnale　students 　think　that　their　ethnic 　costumes 　have　a
“
peculiar　feeling

”

and 　cause 　them 　to　feel
鉢
tense　when 　they 　wear 　them

”
Such　feelings　are 　presumably 　caused 　by　the　dif一

五culty 　of　putting　them 　on 　and 　the　fact　that　they　are 　mainly 　worn 　on 　occasions 　of　rites 　of　passage ．
Meanwhile ，　Thai　female　students 　have　no 　special 　feeling　towards 　their　own 　costumes 　like　in　Japanese，
though　they 　hold　them 　in　high　regard ．　The 　personal　character 　of　Japanese　female　students 　who 　fre−

quent【y　wear 　ethnic 　costumes 　are　those　who 　enjoy
“
going　to　the　sea 　or　mountains ，

”
are

樋
sensitive 　to

fashion∴ etc．　They 　have　active 　Iifestyles，　In　Thailand，　those 　who 　enjoy 　wearing 　their　national 　costumes

are
“
fond　of　reading ．

”
are

‘
leading　a　well−regu 且ated 　life，

”
and 　are

‘」
helping　their　parents

”
The　female

students 　of　both　countries 　are 　proud　of　thelr　own 　traditional　culture 　and 　wish 　for　it　to　be　preserved ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Received　July　7，2007；Accepted 　in　revised 　form 　SepteInber　8，2007）
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　 1．は じめ に

　人 は古来 よ り，そ の 時々 の 生活を衣服 に反映して き

た ．そ して ，時代 を追うご とに知恵や美意識を凝 らし，

様々 な姿に変え，その 国や 地域 の 人 々 に よ っ て 今 日 ま

で 受け継が れ て い る （小川 1979）．日本の伝統服で あ

る 「着物」，
タ イ の伝統服 （タ イ 語 ：ス ア

，
パ
ー

シ ン ）

は ，ともに古 くは普段着 として着用 され，そ の後変遷

を重ね，祭 りや伝統行事で 着用 され て きた．しか し多

くの 民族に とっ て の 衣服は ，国際服 ともい わ れ て い る

洋服が
一

般 的とな っ て お り，伝統的 な民族服 は 冠婚葬

祭な ど の 特別 な 日に 着用する衣服 に な りつ つ ある．

（金 と中川 1998）

　 とこ ろ が最近，日本で は 「和ブ
ー

ム」が 到来 し，和

食や 和菓子 な どの 食べ 物だ け な く， 和服 に つ い て もテ

レ ビや婦 人雑誌，10〜20歳代向け の フ ァ ッ シ ョ ン 雑

誌 等で 特集が組 まれ，お しゃ れ と して着用 の 提案がな
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され て い る．また着物 の 柄 ，デザイ ン だけな く，着付

けや着 こ な し方，歴史 ・文化 な ど の 知識 を深めるため

に 平成 17年度よ り 「きもの検定」が始 ま り，
一

般の

人々 の 間で 日本 の 伝統服 に対する関心が高ま っ て い る ，

　一
方筆者 らの 1990年代初頭 か ら の継続的 な現 地調

査に よると，タイでは，祭 りに参加する際，農村 の 中

高年女性 は今 日に 至る まで 伝 統的な服 装 を着用 して い

る が ，若者は T シ ャ ッ とジ
ー

ン ズ姿が 目立 つ ように

な っ た （益本 1993，1995：宇都宮等 2003）．

　 と こ ろ が ，2001年 OTOP （One 　Tambon 　One 　Prod−

uct タイ の
一

村
一

品運 動）に よる地場 産業 の 復活運動

の 開始 を契機 と して ，毎週金 曜 日 に伝統服 を学校 や 官

庁で着用する運動 など，伝統文化に対する見直しが図

られ て い る （宇都宮 2006）．

　幼 い 頃か ら洋服 を着用 して 育 っ た 現代の 若者は
， 自

国 の 伝統服 に対 して どの ような イメ
ー

ジを持 っ て い る

の だろ うか，また，伝統服の着用 と伝統行事へ の参加 ・

重視度，ある い は普段の ライ フ ス タ イ ル に は どの よ う

な関係性がある の だ ろ うか．

　関連する先行研 究として ，内田 （2005）に よ る着物，

民族服 を含む服装イ メ
ー

ジ の 比較研究が ある．また，

金 と中川 （1998）は和服 を含む民族服 の イ メ
ー

ジ比較

を行 っ て い る ，さ ら に ，川 口 と石橋 （1985）は きもの

に対する イメ ージ や生活行動に 言及 して い る．しか し，

和服 を含む民族服 の 着用 と生活行動 と の 関連につ い て

検討 した研究は み あ た らな い ，

　本研究で は，まず日本 とタイ の伝統服，特に タイ の

伝統服 の構造に つ い て 明 ら か する ，次 に，両国 の女子

大学生 を対象に ，伝統服 に 対 する意識や行動に つ い て，

面接聞取 り調査お よび質問紙調査 を実施 し，日本 と タ

イの 共通点，相違点に着目しつ つ ，現代の 若者の伝統

服に対する イ メ ージや 伝統服着用 と ラ イ フ ス タ イ ル の

関係性に つ い て 明 らか に して い く．

表 1．日本 と タ イの 対象者数

　　　　　　　　　　　　（単位 ：人 数）
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　2．調査研究方法

　 日本お よび タ イ の伝統服に 関する資料に つ い て ，日

本で は国立国会図書館，都立 中央図書館，大妻女子大

学図書館等で文献調査を行 っ た ．また ，タ イの 伝統服

に つ い て は
， チ ェ ン マ イ県立及び ・チ ェ ン マ イ市立 図

書館，チ ェ ン マ イ大学中央図書館 チ ェ ン マ イ ・ラ ジ ャ

パ
ー

ト大学家 政 学部図書館等に て文献調査 を行 っ た ．

　伝統服に 関する意識 と行動に つ い て は，まず，面接

聞取 り調査 を両国 の 学 生各 4 名に対 して 実施 した ．

そ の 結果 と 金 と中川 （1998），藤原 （1983），小 林

（ユ987）等の 先行研究を参考 に，記述式質問紙調査 の

質問項目を作成 し た ．面接聞取 り調査の結果 ， 伝統服

に対 す る 関心 は女性 の ほうが高 く，着用機会 も多い こ

とか ら，質問紙調査 は女子大学生 （以下，学生）を対

象と し た ．

　質問紙調査は ，日本で は 2006年 7 月に大妻女子大

学生 128 名，タ イで は 2006年 8 月に チ ェ ン マ イ ・ラ

ジ ャ パ ー
ト大学女子学生 75名に対 して実施 した （表

ユ），

　質問項 目 は，伝統服の保有の有無，借用する か否か，

着付けで きる か 否か ，普段着用 して い る服 と比較 し た

伝統服に対する イ メ
ージ，伝統服着用の 頻度 と機会，

伝統行事へ の 参加度，重要視度 ，
ま た 普段 の ラ イ フ ス

タイ ル等で ある．

　分析に は ，統計ソ フ ト SPSS　13．0 を使用 し，ク ロ ス

分析，相 関分析等を行 っ た ．

　3．日本 とタイの 伝統服 の 構造

　両国の 伝統服 に つ い て は，「民族服 とは歴 史的運命

と文化的伝統を共有する社会的共同体の大多数が伝統

的文化財 と して ，
こ れまで身 につ けて きた し， ま た 現

在 も身に つ け て い る服飾 をい う」（杉本 1987）の 定義

に 従 い ，本 研究で は簡単に示す こ と と す る ，

　（1）　日本の伝統服

　 日本 の 伝統服 の 構造は，
一
部式 の 平面構成である ．

日本 の 気候 に 合 わ せ
， 重ね着 が しやすい 工 夫が なさ れ

て い る （東京都私立短期大学協会 1980）．

　着物は，主 な素材 と して絹，普段着 に は木綿 ・ウ
ー

ル ・化学繊維が用い られ，裏地のある袷と，裏地が な

い 単が ある ，夏 に着用 され て い る綿素材の 浴衣 （以 下，

ゆ か た〉は 「湯帷子」 と呼ば れ，「単」 と は 違 い ，広

30 （772＞
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ランナ
ー

タイ時代の 服装 　 　　 　 　 　現在販売されて いる

（Nong　Btia寺の 壁画 ）　　　　　　 北タイの伝統服

　　　　　　　 図 1，タイ の 伝統服

ス ア

パ ーシン

サ
・バーイ

ス ア

パ ー・シン

図 2．タイの 伝 統服 の 構造

ク・尹 ン

ン・ジヨツケ

袖で 入浴後着用する もの で あっ た．それが後 に単とゆ

か た の 垣根は な くな り， 外 出 に も着用 され る ように な っ

た （笹本 2002），

　本論で は，上記の着物 （小袖や振袖）とゆかた を総

称 して 「日本の伝統服」 と呼ぶ ，し か し，両者は，素

材や着用す る場が 異な る た め ，項 目に よ っ て は着物と

ゆかたを区別 して 分析する ．

　圖 　タ イの 伝統服

　タイ に は ，山地民 を含め 多種類 の 民族 服が あ る

（Perve　2006），本論 で は
，

タ イ で大多数を占め る タ

イ族の 民族服，特に調査地域である北タイで ，ラ ンナ
ー・

タ イ時代
＊ 1

か ら着用 され，現代まで 受け継が れ 着用 さ

れ て い る服装 と す る （Phanitphan　2004，図 1）．

　 タ イの伝統服 は，ス ァ と呼ばれ る上衣 と，サ ・バ
ー

’ 1
ラ ン ナ

ー・タ イは，北 タイ の チ ェ ン マ イ，チ ェ ン ラー

　 イ，ラ ン プ ーン ，ラ ン パ ン な ど 8 県 を含 む 地域 で
，

　 メ ン ラ イ 王 に よ っ て 1298 年 に チ ェ ン マ イ を 首都 と し

　 て 建設され た 王 国．1558−1774年 ビル マ の 属領 に な る

　 も独 自の 言語 や 習慣などの 文化があり，現在 も継承

　 さ れ て い る．ユ933年 に現在の タ イ王 国 に統
一

され た

　 （石井 1993）．

イ と呼ばれ る帯状 の 肩掛 け，パ ー ・シ ン と呼ば れ る 下

衣から成 り （Conway　2002），ス ア，サ ・バ ー
イ，パ ー・

シ ン を総称 して 「タ イの伝統服」 と呼ぶ ．タ イ の 伝統

服の 主な素材は，絹，綿，お よび化学繊維で ある．

　 ス ア
＊ 2

は，前中央を布製 の ボ タ ン で とめ て着用する ．

ほ とん どの もの が無地 で ， 図 2 の ように平面的な構造

で あ っ たが，西洋の影響か ら立体 的な構造 にな っ た，

ス ア は着用用途に よ り，衿の有無，袖丈の 長短な ど多

様な組み合 わ せ が ある （Khongkaeo ユ992）．

　サ ・バ
ー

イ は，結婚式や地位 の 高い 人を出迎える 場

合な ど の 正装 ま た は，仏教行事 で 寺へ 参拝す る際 肩

に掛けて着用され る．

　下衣 は
， 昔 ， 総称 して パ

ー ・
ヌ ン と呼ばれ て い た ．

パ ー
は布，ヌ ン は履 くとい う意味である．タイ の 伝統

服 に は横縞 の 柄が多く，こ の 横 縞 の 柄 をパ ー ・シ ン と

呼び，好ん で用い たため ，こ の柄の 入 っ た下衣 の こ と

もパ ー ・シ ン と呼ぶ ように な っ た ．パ ー ・シ ン
＊3

は筒

状 で 巻きス カ ー
トの よ うに着用 され る，着崩れ しやす

い パ ー ・シ ン を固定す るの に金 属 で で きたケ ム カ ッ ト

（ベ ル ト）が用 い られ て お り，重 要な役割 を果 して い

る ．

’ 2
年間の 平均気温が 25 度 を超 え る 熱帯 の タ イ で は，今

　世 紀初 め まで，女性 は上半身が 裸 か，あ るい は パ ー・

　サ ・バ ーイ （長 い 布，後 に短 い サ ・バ ーイ と な っ た）

　 を巻 い て い た．上 衣 の ス ア は，そ の 後着用 さ れ る よ

　 うにな っ た （田 中 1985）．
’ 3

パ ー・シ ン は 4枚 の 布 に分か れ る （図 2）．腰周 りに は

　 トーエ ウ とい う 2 枚 の 綿 の 布 が 縫 い つ け られ て お り，
　 上 か ら 白，2 番 目 は 着色 され た もの で あ る ．こ れらは，

　す べ りや すい 絹 に 代 わ り，腰 にパ ー ・シ ン を し っ か

　 り留 め る 役割 を果 た し，2 番目の 布 は全体の 色調 を整

　 える役 割 もして い る．最 も広 い 部分 で あ る トゥ
ー

ク ・

　 ラ
ー

ン は ，様々 な 模様をもつ もの や 無地 の もの が あ

　 る ．高価なもの は，こ の ト ゥ
ーク ・ラ

ー
ン か ら下の

　部分 に タ イ シ ル ク が 用 い られ る ．裾に あ た る 部分 の

　 テ ィ
ーン ・ジ ョ ッ ク は，複 雑 で 多 種多様 な色 と模 様

　 を もっ 最 も華 や か な布 が縫 い つ け られ て い る．テ ィ
ー

　 ン ・ジ ョ ッ クの 模様か らは 地域性 が 読 み 取れ，ス テ

　 イ タ ス ・シ ン ボ ル に な っ て い る （Prangwatthanakun
　 and 　 Cheesman 　1988 ；Conway 　1992．2003 ；The

　 National　ldentity　Board　Office　of　the　Pri 　le 　Minister

　 1994）．模様と して は，幾 何学模様が 基本だが ，そ の

　 他 よ く用 い られ る 題 材 と して は，象や 鳥 や花 な どが

　織 り出 さ れ て い る （Phiphitthaphan　etaL 　2004）．テ ィ
ー

　 ン ・ジ ョ ッ ク は，特にハ レ 着 の パ ー ・シ ン に付 け ら

　 れて お り，普段着 に は こ の 部位 が な くト ゥ
ーク ・ラー

　 ン が裾ま で あ る ．汚 れ や 傷 み が 生 じた 場合 は，その

　部分 の み を切 り取 っ て，替える こ とが で きる ．
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40．O覧

30．O％

20．σ％

10，0％

0．O％
0枚　　　1枚　　 　2枚　　 　3枚　　　4枚　 　　5枚　　6枚以上

　 　 　 　 　 　 保有枚数

　　　　図 3．伝統服保有枚数

表 2．伝統服 入 手方法 （複数回答可）

着物　　 ゆ か た

（n ＝・ 68）　 （n ＝ 111）

ス ア 　 　パ ー・シ ン

（上 衣）　　 （下 衣）

（n ＝69）　　　　（n＝＝64）

購 入 　　　 79，4％ 　　78．4％ 　　 71．0％

手作 り　　　 1，5％

祖母 か ら　 17．6％

母 か ら　　 23．5％

そ の 他 　 　 　4．4％

35．1％　　　　　8，7％

8．1％ 　　　　0，096

工6．2％ 　　　　17．4％

2．796　　　　2．99／e

60．9％

6．3％

10，9％

20．3961

．696

　近年で は ，巻きス カ ートに み える よ うタ ッ クを入 れ ，

サイ ドに フ ァ ス ナ
ー

が付 けられ，洋服 の タイ トス カ
ー

トの ように楽に着用 で きるもの があ る （松 山等 1993）．

タ イ の伝統服 は上衣 ，下 衣 とも に洋服 に構造が似て お

り，日本の着物に比べ る と，着用 は 難 しくな い ．

　4．調査結果 と考察

　（1） 伝統服 の保有，入手方法，着付け の実態

　筆者らの 日 ・タ イ の 質問紙調査 に よ れ ば，伝統服 の

保有は ，日本の 調査対象女子学生 （以下，日本 とす る〉

が 89．8％ （115／128人 ）， タイ の 調査 対 象女 子学 生

（以 下 ，タイ とする）は 97．3％ （73／75 人）で あり，

タイの ほうが保有率は有意 （p 〈 0．05）に高い ．

　詳細に み る と，日本 で は，学生 の 半数が着物を保有

し ， ゆかた は 9割が 1， 2枚以上保有して い た，高額

な着物 は ゆかた に くらべ 保有率が低 い （図 3）．

　タ イで は，ス ア （上衣 〉，パ ー ・シ ン （下 衣）と も

に ，1枚が約 5割，2枚が 3 割で ，上 下衣 の 保有の 間

に大きな差はなく，ほ ぼ 2 ピー
ス の セ ッ トで保有 して

い る．

　入手方法 につ い て，日本で は 8 割近 く，タ イで は 6

割以 上 が ，店で購入 し て い た （表 2）．た だ し
， 比較

的高額な着物やパ ー ・シ ン を
， 両 国 と もに 2 割 ほ ど が

母親か ら譲 り受け て い た ．

　伝統服 を賃借 して 着用す る比率 は ， 日本 が 着物

39．1％ （50／128人），ゆか た 17．5％ （22／126人）に対

し，タイ は 54．1％ （40／74 人）で ，タイの 比率が有意

（着物p ＜O．05，ゆかた p く O．Ol）に高い ．

　1980年代 の タ イ で は，家庭内で 楽 しみ も含め伝統

服 を作 っ て い た と記録されてい る （Bowie　l992）．し

か し，現代で ほ と ん どが購入や賃借 した もの を着用 し

て い る実態が 明 らか に な っ た．

　伝統服 の 着 付 けに つ い て ，日 本で は着 物 8．6％

（11／128人），ゆ か た 35．9％ （46／128人）が 自分 自身

で着る こ とが で きる．一方 タ イ は ，89．3％ （67／75 人）

が伝統服 を自分 自身で着る こ とがで き，日本 の 着物 ，

ゆ かた の 着付け に 対 して 有意 （p〈 0．01）に 高 い ．日

本の伝統服の 着付けは，タ イの伝統服に比べ 難 しい と

い え る．

　着付 け の 習得先 に つ い て は，着物 は ，祖 母 27，3％

（3／11 人）， 着付 け教 室 36．4％ （4／11 人）， 茶道 教室

36．4％ （4／11人 ），ゆかたは，母親 40．0％ （18／45 人）

が 最 も多 く， つ い で 学校 17．8％ （8／45 人 ），祖 母

13．3％ （6／45 人）で あ っ た，一方タイは，母親 56．7％

（38／67 人），学校 17．9％ （12／67人 ），祖 母 11．9％

（8／67 人）で あ っ た．日本の着物は，着付けの 難易度

が高い ため，専門の 教室で 習得する 比率が高 い ．しか

し，日本の ゆ か た と タ イ の伝統服 の 着付け は ，半数以

上が母 親また は 祖母 か ら着付 け技術 を習得 して お り，

今 日で も伝統文化が家庭内で 継承 されて い た．

　また，伝統服 の 着付けが で きない 者に対 して ，自分

自身で で きる ように な りた い か否か を質問 し た とこ ろ ，

日本で は
， 着物 74．3％ （84／113人）， ゆ か た 95．1％

（78／82人）， タ イで は 75．0％ （6／8人）が着付 けが で

きるようにな りたい と回答 して い た，日本で は特に着

物に比べ ゆ か たの 比率が高 く，せ め て 「ゆ か た」だけ

で も自分自身で 着付けられ る ように なりた い との願望

が うか が える ，

　  　伝統服に対する意識 と行動

　1） 伝統服の イ メ
ー

ジ

　自国 の伝統服 に対 し て ，普段着用 して い る衣服 と比

べ て ，ど の よ うな イ メ ージ を持 っ て い る の か，15項

目設定 し SD 法 （Semantic　differential　method ）を用

い て分析 した，各項目につ い て 3 点法で 質問 した，例 1

「動 きや すい 」数値 1 ，「動 きに くい 」 に数値 3，「ど

ち らで もな い 」 に 数値 2 を与え
， 両 国の伝統服 に つ い

て の 平均値 を図 4 に示 した，ただ し日本の 伝統 服に関

して は，着物 と ゆ かた に 分 けて 分析 を した．
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一●一一着物　 十 ゆかた　
…ロ ・・

タイ伝統服 表 3．伝統服 の 着用頻度

動きにくい

値段 が高い

着るの が難 しい

古風

暑い

重い

太って みえ る

着 心地 が悪 い

似 合わ ない

か っ こよくない

気が引ぎ締まらない

晋 段 と変わ らない

華 や かでない

かわ いくない

目立 たない

1 2 3

Mann ・Whitney 検定
H

ρく 0．01 ☆
ρ＜ O．05

a ：漕物 ・タイ伝 統服 ．b．ゆかた ・タイ伝 統服

動 きやすい e＊＊

着用頻度
　着物　　　ゆ か た 　　タ イ伝統服

（n ＝126）　　　（n ＝127）　　　（n ＝75）

値 段 が安いab＃

着るのが楽だ 昌＊＋

斬新 ab 林

涼しい ab 料

週 ユ，2 回以上

月 1，
2 回以上

半年 ユ，2 回以上

年 1，2 回以上

ほ とん ど着ない

O．8％

0．8％

0．8％

5．6％

92．1％

1．6％

0．0％

3，1％

55．1％
40．2％

2．7％

2．7　o／09

．3％

29．3％

56．0％

軽い abt ・k

やせ てみ えるb＊

着心 地 がよい b＊

似合 う

か つ こい い a ＊ ＊

気が 引き締まるab 榊

特別 な感 じab ＊＊

華や か ab 綜

かわ いい ab ＊ ＊

目立 つ ab ＊ ＊

図 4．普段着 と比較 し た伝統服対の イ メ ージ

　 まず，両国で 共通する伝統服に対する イメ ージ に つ

い て 考察する．

　肯定的 なイ メ
ー

ジとして は，両国ともに普段着に 比

べ 伝統服 は 「目立 つ 」「かわい い 」 こ とが特徴で あ る．

日本の着物 と タ イの伝統服，ゆ かた と タ イ の 伝統服で

そ れ ぞ れ検定 した 結果，有意差 （p ＜ 0．01）が 認 め ら

れ，日本 の 学生は ，タイの 学生に比べ ，伝統服は普段

着 よ り目立 っ て ，か わ い い との 認識が高 い ．

　また 「似合う」は両国で有意差がな く，伝統服は普

段着 と比 べ ，両国 とも に 自分た ち に似合 うとの 認識 が

ある こ とが 示さ れ た ．

　ま た ，否定的なイ メ ージ は，「動 きに くい 」「着 る の

が 難 しい 」 で ある．動 きに くい ，着付けが難 しい な ど，

現代 の 日常生活の なか で機動性に欠ける こ とが指摘 さ

れ て お り，特に 日本の着物はタイの伝統服 に比べ ，そ

の意識の 傾 向は有意に 高い ．

　次に ，両 国 で相違する伝統服 に対する イ メ ージ につ

い て考察す る，日本 で は ，伝統服 を着用す る と 「気 が

引 き締 まる」，「特別な感 じ」な ど緊張感があ る の に対

Mann −Whitney検定　着物 ・タ イ伝統服　
i」
p 〈0．Ol，

ゆか た ・タ イ伝統服　n ．s．

して，タ イは こ の よ うな緊張感は な く， 普段着 と変わ

らない イメ ージ がある，また，日本 は 「古風」で ある

と の 認識があ るが，タイで は普段着に 比べ 斬新 とまで

い かな い もの の ，「古風」 とい うイ メ ージ は有意に低

い ．

　全体 を 通 して み る と
， 日本 は

， 伝統服に対 して肯定，

否定の イ メ
ー

ジがは っ き りして い るの に対 し，タイは

各項目 の 回答が 中心化傾 向に あ り，普段着 と比 較 した

伝統服の イ メ ージは 日本ほ ど明確で は な い とい える．

　 2）　伝統服 の着用頻度 と着用機会

　伝統服 の
一

年間に おける着用頻度 に つ い て は，着物

は 9 割の 人がほ とん ど着用 して い な い が，ゆ か たは 5

割強が 「年 1，2 回以上」着用 して い る ，一
方 タ イの

伝統服 は，約半数が 「年 1，2 回以上」 着用 して い た

（表 3），

　次 に ，い つ 伝統服 を着用す る の か，そ の 機会 に つ い

て面接聞取 り調査で 得 られた結果か ら質問項目を設定

し，複数回答可で 回答 し て もらっ た．

　そ の 結果 ， 日本 で は ，比 率 が 高 い 順 に 「七 五 三 」

（86．7％），「祭 り」 （82．0％），「成人式」 （53．1％），

「正 月」 （20．0％），「お 茶会」 （11．7％ ），「雛祭 り」

（11．7％ ），厂結婚式」（7．8％ ）で あ っ た ．

　
一
方，タ イで は，「正 月」（50．7％），「ヤイ

・プラ
判

」

（50，7％）， 「入安居 ・出安居
＊ 5

」 （29，3％〉， 「ワ ン ・プ

ラ （仏 日）
＊ 6

」 （18．7％），「ロ イ ガ ト
ー

ン （灯篭流 し）」

（775＞

’4
ヤ イ ・プラ ：仏 誕 節，万 仏節，三 宝節の 重要仏 教行

　事，
’ 5

入安居 ・出安居 ：仏教 の 祝 日で ある
， 入 安居 は

， 7月

　下 旬，雨期入 りの 時期 で ，僧侶は 3 カ月間寺に籠も

　 り修行をする，出安居 は ，10月中旬，雨期 が 明ける

　 時期 で ，僧侶 た ちは 修行を終え る，信徒 は こ の 期間

　 に 寺 に 供物を供えに行 く （松 下 1995＞，
“6

ワ ン ・プ ラ （仏 日）：信者 は寺 へ 供物 を持 っ て 参拝 し

　 に行 き，説法 を聴 く日．
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圀 とて も重視〆よく参加 囿 少し重視／時々 参加 圄 重視してい ない ／参 加しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Menn−Whitney検定　＊＊ρ く0、D1

図 5，伝統行事に 関す る重視度と参加度

表 4、伝統文化を継承 したい 意思

＊ ＊

継承の意思
　日本　　　 タ イ
　　　　　　　　　 検定
（n ＝ 127）　　　（n ＝ 75）

今の ま ま伝 え て い く

簡略化 して 伝 えて い く

伝えた い が 知識が な い

伝える必要 な い

関心 が な い

78．0％、　　　 61．3％

0．8％　　　　18．796

21．3％　　　　　18．7％

0．0％　　　　0．0％

0．0％　　　　　1．396

＊

＊＊

n．S．

n．S．

n．S．

Mann −Whitney検定　
＊

p＜ O．05，” “

p〈O．O！．

（17．3％），「北 タイの 踊 りを踊 る時」（17．3％），「カ ン

ト
ー

ク 祭 り　（北 タ イの 伝統祭 り）」 （ユ0．7％〉，「親戚 や

家族が僧侶に な る式」 （10．7％〉，「そ の 他 （観光業 の

ア ル バ イ トで，ある い は日常的に）」（13．3％ ）で あ っ

た ，

　日本 で は
， 着物 はお もに七五三 や成人式な ど の 通過

儀礼 で，また，ゆか たは祭 りで着用 され て い た．タイ

で は，伝統行事の なか で も特に仏教に関する行事で着

用 さ れて い た．

　（3 ）伝統行事 ・文化に対する意識 と行動

　両国 の 学生が自国 の 伝統行事につ い て
， どの くらい

重視 して い るの か，また伝統行事へ の参加頻度，さら

に伝統文化 を継承 し た い か否か に つ い て 質問 した．

　1＞ 伝統行事 の 重視度 と参加度

　伝統行事 に 対す る重視度に つ い て は，日本で は，伝

統行事 を約 3割が 「とて も重視 し て い る 」，6 割が

「少 し重視 して い る 」 に対 し，タ イで は，約 7 割が

「とて も重視 し て い る」，2 割強が 「少 し重視 し て い る」

で あ っ た （図 5）．タイ の 学生 は ，日本 に 比 べ 有意 に

伝統行事 に対する重視度が高か っ た．

　伝統行事 へ の参加度に つ い て は ，日本で は，「とき

どき参加 して い る」が 7 割で最 も高 く，つ い で 「よく

参加 して い る 」が 2 割程度あ っ た．タ イ で は ，「とき

ど き参加 して い る」が 7 割強 で 最 も高い が ，「よ く参

加 して い る」は ほ と ん どな く，「参加 して い な い 」は

2割で あっ た ，

　つ まり日本 は ，伝統行事 に参加は し て い る もの の ，

タイほ ど伝統行事を重要視 して い ない ，一方 タイは，

伝統行事を重 要視 して い るが，伝統行事が月 4回 の ワ

ン
・プ ラ な ども含め，頻繁に あ る （松 下 1995） こ と

か ら，日本に 比べ すべ て に参加す る こ とが難 しい ため，

日本 よ り有意に伝統行事参加度が低 くな っ た と考え ら

れ る．

　  　伝統文化の継承意思

　学生 に対 し，自国の伝統文化を後世 へ 伝え て い く意

識 が あ る の か 否 か に つ い て質問 した （表 4）．

　そ の 結果 ， 「今の まま伝えて い くべ き」が 日本で 8

割，タイ で 6 割と最 も高 い ．「伝えて い きた い が知識

が ない 」は，日本，タ イ とも に 2 割，「簡略化 して伝

え て い くべ き」で は，日本 は 1割に 遠 くと どか なか っ

た が，タ イで は 2 割 で あ っ た．「伝える必要はな い 」

「伝統行事 には関心が な い 」 と い う否定的 な回答 を し

た者は皆無 で あ り，現代の若者にお い て も伝 統文化の

継承の 意思 が あ る こ とが わか っ た．

　 日本で は ，「今の まま継承する」意思が タ イ と比べ

有意に高 く，また タ イで は 厂簡略化 して」が 2 割程度

あ る．こ れ は タイが 日本 に比 べ
， 伝統行事が 多く しか

も複雑で あ る こ とを示唆 して い る．また，日本 で は 江

戸 時代に多 く見ら れ た伝統文化や行事は少な くな り，

すで に簡略化 され て い る た め ，現状維持の まま伝えて

い っ た ほ うが よ い と考えて い る と思われ る．しか し，

両国と もに 「伝えた い が知識 が ない 」が 2 割程度 あげ

られ て い る点 は今後の課題 を示唆 して い る とい えよ う．

　（5＞ ラ イ フ ス タ イ ル の 実態

　学生 の ラ イ フ ス タイ ル に つ い て ，生活の リズ ム ，余

暇 の 過 ご し方，買 い 物 の 仕方，流行の取 り入 れ方，社

会規 範な ど 11項目設定 し，3 点法で 質問 した （図 6）．

　生活の リ ズ ム に つ い て，「夜型の 生 活」が 日本は約

7 割で ある の に対し，タ イはわずか 2 割で あり有意差

が あ る ，ま た，「規 則正 しい 生 活」 に つ い て は ，タ イ

はそう思 うが 5 割に達 して い る の に比 べ ，日本 は 1割

に も満たな く，半数以上 が 厂規則正 しい 生活 をして い

る と は思わ ない 」と回答 し て い る ，

　次に，余暇 の 過ご し方に つ い て ，「音楽 ・美術鑑賞」

と回答 した 者は，両国と もに 高 い もの の
， 日本 が 7割，

タイが 5割強で ，日本の ほ うが有意 に高い ．「読書」

「旅行」に つ い て は，有意差 がな い ，「海 ・山へ 行 く」

につ い て は ，タイは約 6割が行 くの に対 し，日本は 2
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■ そう思う 田少しそう思う 団 そう思わない 年 齢 ．342（tv ）

　 　 　 　 　 　 ON

夜 型の 生活　 　 日本

　 　 　 　 タイ

5脳 10脇

着物保有枚数 ．357〔＃ 〉

規則正 しい生活 　日本

　 　 　 　 タイ

音 楽
・
美術鑑賞　 日本

　 　 　 　 タイ

樽

串＊

自分 で着 物を着 付 け　 　 425〔＊＊）

イメージ

読 書をする　　　日本

　 　 　 　 タイ

旅 行をする　 　 日本

　 　 　 　 タイ

n，S．

n．s

　 着物

着用頻度

動 きやすい 　　　　　　．361（＊＊）

涼しい 　　 　 　　 　 　 、193（＊）
着心地が よい 　　　　　．205（＊）
似合 う　　　　　　　　、207（＊）

関心

伝 統 行 事 重視 度

七 五 三 を重視

．271（＊＊）

．185 

海 ・山 へ 行く　 　 日本

　 　 　 　 タイ

インターネットを 日本
す る　　　　　 タイ

衝 動買い をする　日本

　 　 　 　 タイ

覇串

ホ＊

榊

行 事に参加・着用

伝 統 行 事参 加 度

正 月行事に参加

七 タ に参 加

お茶会で着用

入学式で着用

成 人 式 で 着用

246 （＊＊）

．363（＊＊〉

．261（＊＊）

．430（＊＊）

．323（糊
209  

流 行に敏感　　 日本

　 　 　 　 タイ

規 則を守る　 　 日本

　 　 　 　 タイ

年 長者を尊敬す 日本

べ き　　　　　 タイ

家 や親の手伝 い 口本
をする　 　 　 　 タイ

　 　 　 　 　 　 　 ハ伯 nthwntTney 検定 脚
ρく O、01 叩 く 0．05

図 6．ライ フ ス タ イル の 実態

虚＊

審＊

幅
＊＊

割弱で ，半数近 くが海や山へ 行か な い と回答し，有意

差が ある ．また イ ン ターネ ッ トの 利用 に つ い て は ，日

本が 5割強 の 者が利用 して い る の に対 し，タイ は 2割

強 で あ り，日本 の ほ うが有意に高 い ．

　買い 物の仕方に つ い て は，日本は 「衝動買 い をする」

と 5 割以上 の学生が 回答 して い る の に対 し，タ イは 3

割に満た な く， 有意差 が ある ，

　また 「流行に敏感」な者 は
， 日本 では 4割 ， タイで

は 2割 で あ り，日本 の ほうが有意に 流行 を気にする傾

向に ある ．

　社会規範遵守に つ い て は，タ イ の学生 の 8割以上が

「規則 を守 る」 と回答 し て い る の に対 し，日本は わず

か 1割強 で
， そ う思 わ ない が約 2 割 もあ り， 有意差が

ある．

　また，「年長者 を尊敬す べ き」 で は ，タ イは ほ ぼ全

員が そう思 うと回答 して い る の に対 し，日本で は半数

は 「尊敬すべ き」 と回答 しつ つ も，「尊敬すべ きとは

思 わ な い 」が 2 割 に も上 り有意差 が ある ，ま た 「親や

家 の 手伝 い をす る」につ い て は，タイは 8割が 「よ く

ライフス タイル

インターネッ トをする　　 ．199（＊）

音 楽・美術 鑑 賞　 　 　 　 ．1B7（＊）
海・山 へ 行く　 　 　 　 ．201 
家や親の 手伝い をする　 ．192（＊）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Speaman の 相闃係数，＊＊ρ＜ O．01 ＊ρ＜O．e5

図 7．着物の 着用頻度 と保有率，イ メ
ー

ジ，伝統行事

　　　参加 ・重視度，ラ イ フ ス タ イル 等との相関分析

する」 と回答 して い るの に 比べ ，日本 はわずか約 2 割

で あ り，有意差があ る．

　（6） 伝統服着用頻度の 高 い 者 の 傾向や 特徴

　こ れ ま で
， 現代の 若者の伝統服 に 対す る意識 や 行動 ，

ライ フ ス タイ ル につ い て述 べ て きが ，こ こ では さらに，

伝統服着用 と ラ イ フ ス タイ ル 等 の 関係 性 に つ い て ，着

用頻度の高 い 者の傾向や特徴を探 っ て い く，

　 まず，前述 し た着物，ゆ かた，タ イの伝統服の 保有

枚数 ， 着付けが で きる か否か
， 伝統服 に対す る イ メ

ー

ジ ， 着用頻度 と着用機会 ， 伝統行事に対する参加度 ，

重視度 ，年齢，ラ イ フ ス タイ ル の項目で 相 関分析 を し，

有意な相関が あっ た項 目に つ い て図示 して ，総合的に

検討する ．

　日本 の 着物 の 着用頻度 と高い相関 が み ら れ る の は，

「自分 で 着物 を着付 け」 「着物保有枚数」 で ある （図 7）．

次 に 「お茶会で着用」「正 月行事に参加」に相 関があ

り，伝統文化 や 行事に よ く参加 して い る ．また 「七 五

三を重視」に相関があ り，伝統を重視 して い る者で あ

る とい え る ．

　着物 に 対 す る イ メ ージ に つ い て は 「動 きやす い 」

「似合 う」「着心地 が良 い 」 と肯定的 で ある．ラ イ フ ス
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イメージ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Spearmen の相関係 凱 将 ρ〈 0．01 ＊ρ〈OO5

図 8，ゆ かた の着用頻度 と保有率，イ メ
ー

ジ，伝統行

　　 事参加 ・重視度，ラ イ フ ス タ イ ル等 との相関分

　　 析

タイ伝 統服

着用 頻度

動きやすい 　　　　　　．302（＊＊〉

涼しし、　　　　　　　　　　　　　　．446 （＊＊）

着心地が 良い　　　　　．395（＊＊）

似 合う　 　 　 　 　 　 　 　．302（料 ）

華やか 　　　　　　　　．339（＊ ＊）

かわい い 　　　　　　　．231（＊）
着るの が楽だ　　　　　，350（＊＊）

斬新　　　　　　　　　．287（＊）

行事 に着 用 ・参 加

伝統行 事参 加度　　　　．312 （＊＊）

入安居・出産居に 着用 　 ．364（＊＊）

正 月に着用 　　　 　　 ．533（料 ）

ライフス タイル

読書 をする

規則正 しい 生 活

．287 
．240（＊）

家や親の 手 伝い をす る　．230（＊）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Spearman の 相関係数．　za ρ〈 O．01 ＊ρ＜ O、05

図 9，タ イ伝統服の着用頻度 と保有率，イ メ
ー

ジ，伝

　　　統行事参加 ・重視度，ラ イ フ ス タイ ル 等 との相

　　　関分析

タイ ル につ い て は ， 「海 ・山 へ 行 く」 と相関があ りア

ク テ ィ ブな面 がみ られ る反面 ，「イ ン タ
ー

ネ ッ トをす

る」「家や親の 手伝い をする」「音楽 ・美術鑑賞」に相

関 が ある ．

　着物を よく着用する者と は，伝統文化に 関心を持ち，

伝統行事に 自ら着用 して参加す るな ど ， 行動力がある，

また新 しい 情報を収集 し，家の 内外間わず活動的な ラ

イ フ ス タ イ ル をお くっ て い る とい う傾 向や 特徴が 浮ぴ

あが っ た．

　 なお，「年齢」 との 相 関がみ られ る の は ，成人式 で

振 袖を着用す る機会が得 られ た こ と と関係 して い る と

考え られ る．

　ゆ か た の 着用頻度 と高い 相関 の ある項 目は ，着物 と

同様 に 「ゆかた保有枚 数」 「自分 で 着 物 を着付 け」で

あ る （図 8）、また 「ゆ かた着付 け願望」 との 相 関が

み られ，現在は着付けが で きな い が 自分で で きる よう

に な りた い 気持ちが 強い 者 も多 い ．「伝統行事を重視」

に相関 が あ り，祭 りや正月行事 に よ く参加 して い る．

　ゆかたに対す るイメ
ー

ジは ， 「着る の が楽 だ」「動 き

やす い 」「軽 い 」 と肯定的 で あ る．また，着用して い

る ゆ か た の 中 に は手作 りした もの もあげ られ て い る ，

　 ライフ ス タイル につ い て は，「流行 に敏感」「衝動買

い をする」に相関があ り，さ らに 「規則 を守 る 」に逆

相関がみ られた，

　すなわち，ゆ たか を よく着用する者は，伝統行事を

重要 と思 い つ つ
， 着物をよ く着用する者に比べ る と伝

統 を継承 する実践力が備 わ っ て い な い ．しか し，流行

に敏感で ，伝統文化の
一

つ で あるゆか た に対 して ，お

し ゃ れ の
一

部 と し て着用を楽 しん で い る．ただ し，規

則は守 らな くて もよい と思 っ て い る者 もみ られた，

　
一

方 ， タイ の 伝統服 の 着用頻度 と相関 の あ る 項 目は ，

まず 「涼 しい 」 「着心地が 良い 」「着るの が 楽だ」「動

きや す い 」 とい っ た着用感 ，「華 や か」 「か わ い い 」

「似合 う」「斬新」 とい っ た伝統服の デ ザイン，とい う

見た 目 に対する 肯定的イ メ ージで ある （図 9）．次に

「正月に着用」「入安居 ・出安居 に 着用」な ど伝統行事

に伝統服を着用 し参加する こ とと相 関がみ られ る，ラ

イ フ ス タ イ ル に つ い て は，「読書 をする」「規則正 しい

生活 をする」「家や親の手伝 い をする」こ と に伝統服

着用 との 相 関関係が認め られた，

　タイ の 伝統服 をよく着用する者は ，伝統服 に対 して

着用感だけな く，デ ザ イ ン に つ い て も好意的に とらえ

て お り，伝統行事の 多い タ イ に お い て ，行事に よ く参

加 して い る ．また ， ライ フ ス タイ ル に お い て も保 守的

な生活 をお くっ て い る者であ る と い える ，

　 日本 と タ イ の伝統服 を よく着用す る 者を比較す る と，

両国ともに伝統服に対する肯定的な イメ ージや伝統文

化 に 関心が ある こ とで は共通 して い た．し か し，ラ イ

フ ス タイ ル に お い て は，日本 は 海や 山へ 行 き， 流行に

敏感で ，ア ク テ ィ ブな面がみ られ るの に対 して ，タイ
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は読書 を好 み，規則正 しい 生活 をす る とい っ た保守的

な面があ り，違い が み られた，

　 5．終 わ り に

　本研究で は，幼い 頃か ら洋服 を着用 して い る現代の

若者が 自国の伝統服 に対 して ，どの よ うな イ メ
ー

ジ を

持 っ て い る の か，また どの よ うなライフ ス タイル をお

くっ て い る者が伝統服 を よ く着用 して い る の か に つ い

て，まず両国 の 伝統服 の 構造 を明 らか に し，それを考

慮 した上 で 日本 とタ イの女子大学生 を対象に調査を行 っ

た．

　その 結果 ， 両国 と もに伝統服 に対 して ， 機動性 に欠

け 「動 きに くい 」 とい うイ メ
ー

ジ を持 ちつ つ ，「目立

つ 」「かわ い い 」「似合 う」 と好意 的 で あ っ た，日本で

は，着付けの難し さ や通過儀礼で の着用か ら，伝統服

に対 して 「特別 な感 じ」「気が 引 き締 まる」 とイ メ
ー

ジ して い た ．一
方 ， タイで は，日本 の 学生 よ り伝統を

重 ん じて い るもの の ，タイの 伝統服の構造が洋服 とあ

ま りか わ らず，気が 引 き締ま る よ うな イ メ
ー

ジ を もっ

て い なか っ た．

　伝統服 の 着用 頻度 の 高い 者 の ライ フ ス タ イ ル につ い

て ，日本は ア ク テ ィ ブな面がみ られる の に対 して，タ

イは保守的 な面が み られた．

　 日本の 若者は，伝統服に対 して ，着用に は難点があ

る もの の ，通 過儀礼 の 際 に着用する機会が あ り， 親 し

み を感 じて い る．また，着物や ゆか たの 生産 ・流通面

で ，専門 の 企 業に よ り確固 なル
ー

トが確立 され て い る．

さら に，伝統服を着用する行事や 時期ご とに ，マ ス メ

デ ィ ア が取上 げる ため ，現代 の 若者はそ の 影響 も強 く

受け，着物や ゆ か た に 対 して
，

お し ゃ れ
， 新た な ト レ

ン ドと して と らえて い る よ うで あ る．

　 こ れ に対 しタ イ で は，伝統行事が 日常的 に行われ，

日本よ り身近で ある反面，伝統服の 着用は，役所や 学

校主導の伝統文化維持運動で あっ た り，生産 ・流通ルー

トは 地場産業 に ま か さ れ て お り，
マ ス コ ミ に よ る 大 々

的な宣伝 もみ られない ．

＊ 72004
年 の 1 人 あた りの 国 民 総所得 を比 較す る と，日

　 本 は 37，050 ドル ，一
方 タ イ の 経済水準 は，2，490 ド

　 ル で い わ ゆ る 発展途上 国で あ る ．日本 は ，す で に 昭

　和 47年 に 2，000 ドル 超え，昭 和 50年 に は 4，400 ドル

　 に達 して い る （有沢 1994；Alpha　Research　2006）．
　 また，タイの テ レ ビ や新 聞 に は，自動車 ・家電製品

　 な ど の 耐久消費財 ，化粧 品，お よ び加 工 食 品 の 宣伝

　が よ くみ られ る が，服飾 と く に 伝統服 に 関す る もの

　 は ほ とん どみ られ な い ，

　 こ の ように ，伝統服に対する 意識や行動の 違 い は，

両国の社会 ・経済発展状況の違 い ，マ ス メ デ ィ ア の 動

きの 違 い など
’ T

が 影響 して い る もの と考えられ る．

　現代 の 若者 は
， 両国と もに 自国の 伝統文化に対 し，

継承 した い と考 えて い る．しか し，伝統文化に対する

知識 が な い とい う者が少な か らず お り， 伝統文化 の 知

識をい かに継承 させ る かが今後 の 課題 となるで あ ろう、

　本調査研 究を遂行する に あた り，多 くの皆様 に 大

変お せ わ に な りま し た ，特 に ， 国立 Chiang　 Mai

Rajabhat　University教授 Poonsook　Boonyanate，調

査対象 とな っ た学生 の皆 さんに感謝 い た します．また，

大妻 女 子大 学 Prof　Timothy　J．　Wright，拓殖大学 タ

イ語非常勤講師 Srivanasont　Patthanitさ ん に 深 く感

謝申し上 げます．
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